
第 5号（平成 30 年 8月）新図書館整備事業ニュースレター 　「誰にでも寄り添う図書館」をめざして

　亀山駅前に新しい図書館の整備を進めるにあたっては、単に移転

拡充するのではなく、これまでの図書館が抱えていた課題を解決す

るとともに、新しい概念も加えていく必要があります。

　この視点をふまえて「亀山市立図書館整備基本計画」（基本計画）

を平成 30 年 5 月 21 日に策定いたしました。

　今後は、基本計画に示された理想とする図書館像について、その

実現に向けて何をどうしていったらよいのかを検討していきます。

平成 30 年度第 1 回図書館市民ワークショップ

　今回は、その第 1 回目として、平成 30 年 7 月 22 日（日）10：00 ～ 12：00 にあいあい（亀山市総合保

健福祉センター）２階大会議室で開催いたしました、平成 30 年度第 1 回（通算第 5 回）図書館市民ワークショ

ップの結果をお知らせします。

今回のテーマ：「来館だけが図書館？」　
～地域の読書活動拠点を考えよう！～

　図書館に多くのみなさんが来館されることはもちろんのことですが、図書館が提供するさまざまなサービスは、市民のだれもが受けることが

できるはずのものです。今回のワークショップは、だれもが等しく図書館サービスを受けられるようにするための方法とその課題をグループに

分かれてみんなで意見を出し合いました。

　　ワークショップでの意見

　（２）来館だけが図書館？
　　今回のメインテーマです。グループごとに、 次のようなテーマについて、①から③の順に話し合いました。

　　
　　

ワークショップのまとめ

　　今回のワークショップでは、大きくは「本を届ける」という考え方のもとで、場所と地域の皆さんの理解を得るといった課題の整理が必要で

　あることがわかりました。

　　また、何よりもこの取り組みの実現のためには、行政やスタッフの「やる気」が大切であるとの意見が参加されたみなさんの強い思いとして

　出されました。「本を届ける」という考え方においては、昭和 55 年（1980）の図書館開館時から平成 18 年（2006）2 月まで、月に 2 回、

　移動図書館車を巡回させていましたが、利用者の減少もあって図書館運営委員会の答申も受けて、移動図書館車の買い替え時期にあわせて廃止

　をしています。この点も踏まえて、より使いやすい「本を届ける」しくみづくりを整理し、できるだけ早く案として示したいと考えています。

　　①　「図書館へ行きたいけど・・・・・」という思いを持たれるのはどのような方が想定できるのか？

　　②　「自宅の近くで」を共有キーワードにして、誰もが図書館サービスを受けることができる方法は？

　　③　②で出し合った、誰もが図書館サービスを受ける手法を実現するための課題は何か？

グループワーク終了後は、①～③についてグループごとに発表を行いました。その結果をまとめたものが裏ページの表です。

（１）あなたが読書するならどんな場所？

　　みんなが意見を出しやすい雰囲気づくり（アイスブレイク）として、どんなところで読書をしている、してみたいかをグループ内でひとり

   ずつ聞いてみました。

　 ★アウトドア派

　　　　やっぱりリゾート！　　　リゾートホテルのプールサイド、キャンプ場、山小屋、波音が聞こえる海辺など。おしゃれ路線です。

　　　　身近な場所で！　　　　　静かなところ、風景の良い涼しい場所で、ベンチに座って、木陰、茶室のような狭い場所など。落ち着いた屋外であればとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う「お気に入りの場所」です。お寺という意見もありました。

　　★インドア派

　　　　なんてったって家！　　　寝る前のベッドの中やリビング、書斎、座り心地のよい椅子やソファなど。体を動かしながらやテレビのスポーツ中継を見な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がらといった意見もあります。

　　　　おちついた場所で！　　　図書館はもちろんのこと、ハンバーガーショップやカフェ、鈴鹿の山々や草花が見える場所など。入院中の病院のベッドの上と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう切実な意見もありました。

　　　　空いた時間で！　　　　　病院の待合室、美容院、乗り物の中、電車などの待ち時間など、場所を選ばず生活の中の空いた時間が読書タイムです。　

このように、「読書したい場所」にも多様性があることがうかがえます。

グループワークの様子



・図書館から遠い地域

・アクセス・交通の便が悪い

・高校生で駅から遠い

・自力で移動できない高齢者・小学生

・移動手段がない遠方の人
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想定できる来館者が難しい方

・忙しい人

・小さい子供を持つ親

・仕事の休みが休館日の方

・妊婦

・サラリーマン

・友達が行かない

・図書館に行っても友達ができない

・9：00 ～ 19：００の開館時間では時間的に

　無理な人

・フルタイムで働いている世代

・主婦

・小中学校のきまりで校区外へ出られない

・市民以外

・病気の方

・高齢者

・車の運転ができない方

・子ども

・低学年・幼児など自分で移動ができない

・車の運転ができない人

・高齢者・障害をお持ちの方

・入院中の人

・自力ではいけないが頼む人がいない

　（家人は勤務）

・場所・距離・少しの時間での移動

・読書に慣れていない

・図書館の敷居が高いと感じる人

・図書館で本を読むという発想がない人

・図書館の場所を知らない

・図書館は静かにするものという考えを持って

　いる人

・自分にあった本がない人々

・本を必要としない人々

・本が読みづらい人々

・休館日など利用方法を知らない人

・開館時間が自分の時間に合わない

誰もが「自宅の近く」で
図書館サービスを受ける手法

・本の貸出返却が宅配サービス

・地域の公共施設へ配達サービス

・インターネットで頼んで近くのサテライトで

　受け取り

・寝たきりで動けない人に病院や介護の人を通

　じて読みたい本を届けるサービスをつくる

・ネット検索で手配

・電話注文

・生協で注文

・駅などに返却 box 方式、返却場所を多く！

・移動図書館

・乗合タクシーの拡充で行きやすくする

・図書館ツアー、行事、ヨガ教室などに市がバ

　スを定期的にだす（他市で人気）

・コミュニティセンターの活用

・空家の利用

・コミュニティによるカフェの活用

・学校に地域と学校共用の図書館をつくる

・小学校の図書室又は空き教室の利用

・福祉センターと協力する

・まち協や保育園などに一か月ごとに図書 box

　をおく

・ショッピングセンターに図書スペース

・いきいきサロンの活用

・移動図書館を復活させる。

・早朝・夜間のサービス

・夜間の開設があると大人も利用しやすい

・友達を誘って図書館に行ける

・親族の同伴

・知人友人の同伴

・高齢者を対象とした読み聞かせを地域別に開

　催

・シルバー・OB・主婦（子育て世代）を活用

　する

・民生児童委員

・ボランティア（奉仕する心）を育てる

・回覧板で情報提供

・ケーブルテレビでの周知

・朗読の宣伝・拡大

・本の入れ替えなど管理をどう進めるのか

・蔵書管理

・まず実現可能なことから。土曜日開館の延長

・本の返却、督促管理の方法検討。特に自宅で

　受け取る場合は問題

・システムの改良

・本を運ぶ大きな車

・返却 box 作製

・予算の確保

・お金

・図書館の人手を増やす

・回収する人・運ぶ人

・電話などを受ける人

・本の用意をする人

・人の確保

・職員の増員

・地域と図書館とボランティアの情報を統括す

　る司令塔が必要

・コミュニティ・公共施設の理解（了解）

・学校のセキュリティの確保

・蔵書の設置場所の確保

・人（ボランティア）

・図書館理解者

・支援者を増やす

・図書の宅配サービスが必要な人の実態の調査

　が必要

・協力者の許可が必要

・連携

・駅前に立派な図書館を建設する大きな目的を

　掲げた以上、やる気を出して取り組んでいく

・職員のやる気
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愛知工業大学工学部建築学科教授
市民ワークショップアドバイザー中井先生のまとめ

　今日のテーマである、だれもが図書館サービスを受けられるようにするための方法について、結論をワークショップで出せるものでは

ないでしょう。

　大切なのは、「やる気」を持って取り組むかどうかです。行政は当然ですが、市民にも「やる気」が求められています。行政の取り組

みを常に市民が注目し、必要と思うことはどんどん意見を出していく、この関係を築くことが図書館を良くしていくためには大切です。

各地の注目図書館！

　近年、全国ですばらしい図書館が整備されています。図書館整備事業を進めるにあたって各地の図書館の視察を行っています。今回

は、そのうちから亀山市とも縁の深い岡山県高梁市図書館をご紹介します。

　高梁市図書館は、平成 29 年２月に開館したばかりの新しい図書館です。JR 備中高梁駅と一体化した複合施設として整備が行われ、

1 階が店舗、２階が店舗と図書館、3 階と 4 階が図書館となっています。延床面積 2,250 ㎡、蔵書数は 12 万冊です（合併前の旧町

の図書館の分を除く）。注目されたのは、館内に書店と有名コーヒ店が一体的に設けられており、館内どこでもコーヒーなどを飲みな

がら読書に親しむことができます。また、図書の配置は、

書店と同じように利用者がわかりやすいような配慮がな

されています。また、学習室を含め閲覧席が多く配置さ

れているほか、児童書のコーナーも充実しています。

　高梁市図書館は計画段階から民間業者の参画を得て、

指定管理制度を導入して管理運営を行い、年中無休、

午前 9 時から午後 9 時までの開館時間となっています。

平成 30 年 8 月 31 日
新図書館整備事業ニュースレター
　第 5号

高梁市図書館入口 遮音性の高い学習室
吹き抜け全体の書架

高梁市図書館 HP

▼

次回の図書館市民ワークショップ
平成 30 年 10 月 8 日（月・祝）10：00 ～ 12：00
　青少年研修センター 2 階研修室
　　　　【テーマ】図書館基本設計案を考える！

最近注目されている各地の図書館について毎号ご紹介いたします。
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